
ＮＰＯ法人ベビースマイル石巻

行政とＮＰＯの協働について



活動の原点
仲間やこれからの命が犠牲に

命の大切さ

くやしさ

日々の幸せ

石巻を子どもの笑顔でいっぱいに！
子どもをたくさん産み育てる地域に！
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●任意団体立ち上げ（Ｈ23.5）
妊婦・乳幼児に特化した「当事者」ネットワーク

平常時につながることで、緊急時に備える。

つながることで社会に妊婦や子育てについて

声を上げることができる。

●ＮＰＯ法人へ（Ｈ24.4）
地元に根差した活動。地域との連携を強め、

妊婦・子育ての視点から復興まちづくりを展開

活動するきっかけ
～母子を地域の中で見える化する必要～
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出産後の環境の変化が孤立しやすい時期。産前からの繋がりで孤立を未然に防ぎ、見守り合うことで
虐待を防ぎ、震災を体験したらからこその「命を大切に産み増やす」地域へ
年間 参加のべ ３５００組 ７０００人の大交流

活動するきっかけ
～子ども・子育ての居場所、遊び場の必要～
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地域への
情報発信

私たちここにいます！
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親子の居場所づくり
ちょっとした楽しみがある日常がこころのケア

●親子のイベント・サロンでネットワーク作り

地域で親子が孤立しないよう、参加しやすい居場所作り。

行政や助産師さん、子育てボランティアさん等を巻き込んだイベントづくり

イベントやサロンが主の目的ではなく、

一歩出てくることができた親子を緩やかで

広い地域ネットワークとつなぐ場所。
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Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 父子手帳作成業務

Ｈ２８年度 父子手帳機能強化業務→Ｈ２９年度 子育て参加促進事業業務

健康推進課

荒木資料 7



Ｈ２７Ｈ２８Ｈ２９地域子育て支援拠点事業
子育て支援課
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Ｈ２８年度Ｈ２９年度利用者支援事業

子育て支援課
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Ｈ２８年度 Ｈ２９年度親になるための教育事業

地域協働課
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Ｈ３０年度の予定

・委託

ファミリーサポート事業

・指定管理

コンソーシアムによる児童館「子どもセンター」

子育て支援課
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お産と子育てリソースマップ

2012年作成 2013年作成 2014年作成 2015年作成
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乳幼児子育て中のママたちで
編集チームを作って作成します
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毎年2000部を作成。新生児訪問
時、保健師による手渡し
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民間の情報も充実。地域にある
資源の利用と結びつけます。
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妊婦・子育て目線で震災体験を
後輩たちに伝えます。講座も。
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ママデビュー、子どもが0歳（ね
んね期）に焦点をあてた構成。
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見える・感じる、子育て環境の
変化。良いことも、課題も。
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「いしのまきは子育てしやすいまち」
「いしのまきは子育てがたのしいまち」
「子どもの笑顔がいっぱい！」

を地域を超えてＰＲ！
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いしのまき子そだてフェスタ（ベビスマ子そだてフェスタ）
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梅雨時期で天気が心配でしたが快晴！開場時間にはたくさんの親子が！

参加企業のスタッフさん、ボランティアのみなさん、学生さん、ジュニアリーダーさん、
ベビスマスタッフ・・・みんなが、親子の笑顔のために力を出し合います。
今日来てくれたことが、これからにつながって、あの日いってよかったと思ってもらえる
ように！

当日の運営サポート・撮影協力：一般社団法人東松島復興協議会さん 復興支援団体プラスネ
オさん 荒木資料 22



協働に至る経緯

小さな連携を重ねる

小さな活動報告を重ねる

特化することで強みをもつ

（ニーズ把握・支持・専門性）

インパクトのある成功事例

派手にやる（可視化する）

メディアの協力を得る

市の委員等へ参画する
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課題

組織基盤の強化

・団体事務局経費

・事業費のつなぎ資金の必要性

・人材（団体内・外部）

委託事業が増え、個々の事業を丁寧行うこと
はもちろん、市の子育て支援を担う大きな責任
を感じている。地域課題へ総合的・戦略的に
取り組むための専門性が必要。
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